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1 はじめに
近年,カメラ機能付携帯電話が急速に普及し,

今後はこの機能を利用した様々なサービスが展

開されることが予想される.例えば,携帯電話を

用いて商品情報及びその関連情報を検索する際

の手段の一つとして携帯電話のカメラで撮影し

た商品のバーコード画像から情報を解析し,検索

などに利用する方法が考えられる.

画像処理によるバーコード認識は最新の携帯

電話に搭載されている機能であるが,１つのバー

コード画像しか認識できず,書籍のようにバーコ

ードが２つ並んでいる商品の認識には不向きで

ある.

本研究では同一画像上に並んだ２つのバーコ

ードを同時に認識することを実現する書籍の認

識に特化したバーコード認識を行うものである.

２ 処理全体の流れ
携帯電話で撮影した画像を入力画像とし,認識

処理の前に前処理を行う.バーコードの認識処理

では,バーコードの有無を判別しながら画像全体

に対し横一列毎に走査していく.このとき,バー

コードの存在を検知したら,バーコードの各bit

幅を調べ,テンプレートと比較し,対応する数値

を各桁毎に算出する.以上の処理を走査する座標

と２値化のしきい値を変更しながら,各桁におい

てどの数値が何回読み取れたかの統計を出す.こ

の統計から最終的なバーコードの数値を決定し,

チェックデジットを用いて値の正誤を確認し,結

果を出力する(図１).

２つのバーコードに対応するため,上記の処理

範囲を画像の上部と下部に２分し,それぞれにつ

いて認識処理を行う.

２.１ 前処理

入力された画像をグレースケール化し(図１－

②),アンシャープマスキングによって画像の鮮鋭

化を行い,画像を鮮明にする(図１－③).

　

図１.単一のバーコード認識の流れ

２.２ バーコードの判別

２値化した画像を横方向に走査する.黒領域と

白領域を数え,「黒３０個」で「白画素３１個」

ならば,バーコード領域とし,bit幅の測定を開始

する.さらに黒画素が３０個以上あった場合でも,

ノイズなどの影響を含んだバーコード領域であ

る可能性が高いと判断し,バーコードの左右に存

在するはずの余白領域を利用して再度バーコー

ドの位置を特定する.列中の最も幅が大きい白画

素を調べ,それを余白と判断しその位置から再度

bit幅の測定を開始する(図１－④).
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２.３ bit 幅を算出

バーコードの各バーの幅(pixel数)を数える.

又,余白を除いたバーコード全体の幅は 95bitの

幅となる.これをもとにバーコード全体の pixel

数を 95で割ることにより1bit分の幅を実数で求

める.求めた 1bit分の幅から各バーのbit幅を算

出する(図１－⑤).

２.４ bit パターンの数値化

あらかじめ各数値に対応したbit幅のパター

ンをテンプレートとして用意する(図２).このテ

ンプレートと画像から求めたbit幅に関して,画

素ごとに比較し,一致度を求める.一致度が最も

高い数値をその桁の数値としてカウントする.こ

の処理の際,先頭数値算出のために２～７桁目の

数値算出では２つの認識パターンを使用し,それ

ぞれについて読み取った数値をカウントする.同

時に各桁においてどちらのパターンを使用した

かも記録する(図１－⑥).

図２.bitパターンのテンプレート

２.５ 統計による数値の出力

２値化の閾値を変化させながら２.２～２.４

の処理を繰り返す(図３).各桁においてどの数値

が何回読み取られたかの統計を出す(表１). こ

の統計の各桁の最高値が最も可能性の高い数値

と判断し,これを各桁の数値とする(図１－⑦). 

図３.画像の走査と２値化

２.６ 第１桁の算出

第１桁の算出は,あらかじめ２～７桁目の数値

算出に使用した認識パターンとそれぞれの数値

を記録しておき,この結果を用いて算出する.以

下の３つの方法により最も確からしい結果を算

出する.1)各パターンの数値統計から最も可能性

の高いパターンを判別する, 2)認識パターンの

統計から判別する, 3)認識パターンの並びに対

応する先頭の数値を算出する,の３手法を用いて

先頭数値を決定する.結果が異なる場合,後述の

チェックデジットにより正当性を判断し,最終的

には多数決で数値を算出する(図１－⑧).

表１.統計

２.７ 結果のチェック

バーコードの最終桁(第１３桁)はチェックデ

ジットの役割を持ち,
10-((奇数桁の計+3×(偶数桁の計))mod10=第 13桁

の式で与えられる.これを用いて数値化したバー

コードの正誤を確認し,結果を出力する(図１－

⑨).このとき,結果が正しいと判断されなかった

場合,これまでに使用した統計を利用して結果の

修正を試みる.

３ 評価とまとめ
サンプル画像 200枚の認識率を調べ, 画像の

明るさの変化や多少の傾きに強いバーコード認

識を実現し,94.5％と高い精度の結果となった

(表２).画像の傾きには対応しているが,認識に

失敗する要因は画像のぼけと画像の歪みである.

これらの要因により bit幅の境界があいまいに

なり,精度が低下する原因となっている.

画像のぼけや歪みに対して対応することが今

後の課題である.

表２.単一のバーコードの認識率

画像サイズ 240×320

サンプル数 200

正解数(修正無) 171

認識率(修正無) 85.5％

正解数(修正有) 189

認識率(修正有) 94.5％

表３.書籍のバーコードの認識率

サンプル数 100
正解数 97
認識率 97.0％
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